
 
“Learning View”Vol.１では、全国学力・学習状況調査を基に、国語、算数・

数学、英語の授業改善の視点を紹介しました。 

Vol.２では、上越市立春日中学校の数学科・坂口小百合教諭 (以下､｢教師｣と略記)

の第２学年「式の計算（利用）」の授業を基に、「見通し」「解決意欲」「『分か

らない』を考える」の３つのキーワードで算数・数学の授業改善策を紹介します。 

 

○導入・課題  ※本時の学習に必要な基本事項を思い出し、課題を確実に

捉え、解決意欲と見通しをもつ！ 
 まず、ある大学生の感想をお読みください。 

 

 

 

 

子どもが解決してみたいと思える課題は、どのように提示したらよいのでしょう

か。まずは、「導入・課題」について考えてみましょう。 

教師は、前時の復習として、次のように指示し、授業を始めます。 

 

 

 

 

この出題には、右の３つの意図があります。 

前時までの学習内容が身に付いていない生徒にとっては、本

時の学習は困難になります。そこで教師は、つまずきのある生

徒の実態把握を行い、自力解決の際にその生徒に個別にかかわ

るプランを立てます。 

また、この問題は、「その整数は３で割れるか」を説明する

本時の学習の基本事項になります。教師は、生徒が解決の見通

しをもてるように、解答が書かれた右のホワイトボードを黒板

の右側に貼ります。そして、次のような流れで授業を進めることで、生徒の意識を

つなげていきます。 

教師は、下の「導入課題Ａ」の「３人グループは作れるか？」と板書した後、（ ）

の人数の意味を説明します。生徒がその数に親近感をもてるように、具体的場面（学
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導入課題Ａ ⇒ 導入課題Ｂ ⇒ 課題  

「３人グループは作れるか？」 
①30 人（春日中学校２年３組の生徒数） 

②536 人（昨年度の春日中学校の生徒数） 

③4,560 人（昨年度の上越市の中学生徒数） 

④2,251,257 人（新潟県民数） 

ある整数が３の

倍数かどうかを

簡単に見分ける

には、どうすれば

いい？ 

どんな整数でも、「各位

の数の和が３の倍数の

とき、元の整数が３の倍

数になる」と言えるのは

なぜか？ 

【前時の復習】ｎ＝整数のとき、次の数を文字式で表し

なさい。※〔 〕内：ホワイトボードに書かれた解答 

・３の倍数〔３ｎ〕  

・ある数よりも１つ大きい数は３の倍数〔３(ｎ+１)〕    

・３桁の整数〔100ａ＋10ｂ＋ｃ〕  
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Vol.２ 

１ 生徒の学習内容の呼 

び戻し 

２ 前時までのつまずき

のある児童生徒の把握 

３ 本時の学習に必要な

基本事項の確認 

私が小学生の時の算数の授業は、いつも決まって最初に「課題」というプレートが

貼られた。それが貼られた瞬間に、「あー、また今日もつまらない時間が始まる」と

いつも思っていたのをよく覚えている。 



級、学校、市、県）の人数になっています。生徒は、①～④の数を３で割ります。

３で割れるか確認した後､｢導入課題Ｂ」を板書します。 

次に、教師は、生徒から出された任意の整数を瞬時

に３の倍数かを判定してみせます。黒板には、5424、

7251、777、123、1020 の５つの３の倍数が書かれます。 

判定方法に気付いた生徒から、「それぞれの位の数を見るといいよ」というヒン

トが出ます。すると「もしかして、各位の数をたして３の倍数になればいいんじゃ

ない？」と確かめる生徒が増えてきます。黒板に書かれた５つの整数を確認すると、

どの整数も各位の数の和は３の倍数です。 

「でも、どうして？」という声が生徒から出ます。生徒の「？」が高まったとこ

ろで、教師は本時の「課題」を提示します。解決意欲と見通しをもつことは、解決

の原動力になります。 

 

○練り合い・まとめ ※「分からない」を全員で考え、練習問題を確実に取り

組むことで「分かった・できた」を実感する！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

グループでの話合いでは、上の左のように「99」や「９」を示して、３の倍数で

あることを説明しようとします。でも、言い切ることはできません。どのグループ

も同様です。 

そこで教師は、授業の最初の問題が書かれたホワイトボードを基に、３でくくる

と３の倍数を表すことを再確認します。生徒の「分からない」を全員で考えること

で焦点化した話合いを促します。生徒は、「各位の数の和｣を「ａ＋ｂ＋ｃ」と表し、

これが３の倍数であれば、もとの整数は３の倍数であることを捉えていきます。 

最終的に、教師は、生徒の意見を基に右上のように文字式で表すと、生徒は「な

るほど、そういうことか」と納得していました。 

その後、教師は次の練習問題を提示します。 

ある生徒は、「できそう。今のが４桁になっただけだから」と言います。解決の筋

道が見えているようです。算数・数学では、練習問題を解くことは、学習したこと

の再構成になるのでまとめになります。 

 本時では時間がなくてできませんでしたが、教師は、「どんな整数でも、『下２

桁の数が４の倍数のときに４の倍数になる』ことを３桁の場合で説明しなさい」と

いう発展問題も用意していました。授業中に、練習・発展問題を確実にすることで、

生徒は「分かった・できた」を実感します。さらに、授業と関連する類似問題を宿

題で出すことで、生徒の確実な定着が図られます。 

グループでの話合い ⇒ 授業の最初の問題⇒ 

  
100ａ＋10ｂ＋ｃ 

＝99ａ＋ａ＋９ｂ＋ｂ＋ｃ 

＝99ａ＋９ｂ＋（ａ＋ｂ＋ｃ） 

＝３（33ａ＋３ｂ）＋（ａ＋ｂ＋ｃ） 

 ↑３の倍数    ↑これが３の倍 

数なら、もとの 

整数は３の倍数！ 

「各位の数の和が３の倍数の時に３の倍数になる」ことを、４桁の場合で説明しなさい。 

 子どもが「あれ？」「どうして？」と思い、「なぜそうなるのか」をみんな

で検討し、最後に「なるほど、そういうことか。」と納得する場面を作ること

で、子どもは「学ぶ楽しさ」「分かる喜び」を実感します。 

算数・数学好きな子どもの育成に全校体制で取り組みましょう。 


